
　　＝現在の生育状況＝

◆ 概況

◆ 調査結果の概要 【6月22日調査】
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◆ 病害虫発生状況と今後の管理について

　☆ いもち病

　☆ 紋枯病

　☆ ウンカ類

　☆ カメムシ類

　☆ 農薬を散布する場合、隣接する野菜ほ場などに飛散しないように注意しましょう。

　一部のほ場で葉いもち病が確認できましたが、発生量は微程度です。今後は、病斑が見られ
る時期となります。ほ場をよく観察しましょう。

　紋枯病は、確認できませんでした。紋枯病は、梅雨が明け暑くなる頃に発生が増えます。病
斑は、まず株元に見られるようになるので、株元をよく観察して下さい。

　ウンカは、確認できませんでした。

平成28年と平成29年の気象の比較（豊岡）

　カメムシは、確認できませんでした。今の時期、カメムシは、畦畔のイネ科雑草に生息して
います。イネ科雑草が、穂を付けさせないように、こまめな草刈りを行いましょう。

調査対象害虫の発生は、確認できませんでした。

　調査対象病害は、確認できませんで
した。

調査対象害虫の発生は、確認できませんでした。

　調査対象病害は、確認できませんで
した。

　調査対象病害は、確認できませんで
した。

調査対象害虫の発生は、確認できませんでした。

病気の発生状況（25株調査） 害虫の発生状況（払い落とし及びすくい取り）

　調査対象病害は、確認できませんで
した。

　調査対象病害は、確認できませんで
した。

　一部のほ場で、いもち病が確認され
ました。発生量は微程度です。

調査対象害虫の発生は、確認できませんでした。

調査対象害虫の発生は、確認できませんでした。

調査対象害虫の発生は、確認できませんでした。

水稲病害虫発生予察・生育診断事業

調査結果情報
田植期以降の気象について、昨年と比較すると、気温は５月は同程度、６月は少し低めに推移し

ています。日照時間は多めに推移しましたが、降水量が非常に少ない状況です。
生育については、昨年より、草丈は低め、茎数は昨年並みです。
病害虫については、特に問題となるような発生はありません。今後は、いもち病が発生しやすい時
期を迎えます。紋枯病も梅雨明けより増えてきます。ほ場の状態をよく観察しましょう。特に、常発地
においては、注意して下さい。
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